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目的 desmoplastic (DM)または desmoplastic neurotropic type(DNM)の

再発形式、治療成績を明らかにする 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング シドニー大学悪性黒色腫データベースから抽出 
対象者 Desmoplastic type（190 例）、desmoplastic neurotropic type(90 例)

原発部位：頭頸部（106 例）、四肢(101)、体幹部(67)、その他(6) 
病期：1 期(79 例)、2 期(185)、3 期(12)、4 期（1）、不明(3) 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 細かな記載なし 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 臨床的背景（性別、年令など） 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3 再発形式 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

男：女＝1.75：1、平均年令：61 才 
腫瘍の厚み：平均 2.5 mm、amelanotic type：44% 
生存に悪影響を与えるのは細胞分裂が盛んな腫瘍、腫瘍が厚いもの

であった。 
局所再発率：DM (13／190)＜DNM (18／90)  
領域リンパ節再発：DM(21／190)≒DNM（5／90） 

一次研究の 8 項目 

結論 

DM と DNM の間に生存率の差はなく、他の黒色腫と大きな差はな

い。 
初診時や初回再発時には領域リンパ節転移を認めることは少ない。

局所再発率は高く、特に切除断端が 1 cm 未満や neurotropism が見

られる場合は特に高い。（DM だけでは再発率は高くない） 
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膨大なデータベースから 11,209 例を抽出。しかし、細かな治療法別

の検討はされていない。 

他の報告では局所再発率が 49％との報告があるが、今回の検討では

DNM だけが 20%以上の局所再発率であった（考察より） 
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